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問５ 本市の豊かな自然に関する知識や関心を深めていただくために、季節ごとに様々な自然やその保

全活動を体感する「自然体感ツアー」を行っています。 

 

問５－１ 自然体感ツアーについて知っていますか。 

 

 【参考：平成３０年度実施ツアー内容】  

   春：親子でめぐる春の響灘ビオトープツアー  

     夏：水辺の生き物観察会ツアー  

     秋：親子で巡る秋の皿倉山ツアー  

 冬：親子で行く冬の曽根干潟ツアー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている, 

33.3%

知らない, 

65.2%

（未回答）, 

1.5%

全体として、「知らない（65.2％）」と回答した方が最も多かった。年齢別では、60 歳代は回答が

二分しているが、その他の世代では「知らない」と回答したほうが多い。 
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問５－２ 問５－１で 「１ 知っている」を選択 した方にお尋ねします。 

自然体感ツアーに参加したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある, 2.3%

ない, 95.3%

（未回答）, 

2.3%

回答者 45 名のうち、95％以上の方が「ない」と回答した。年齢別では、「ある」と回答した方は

70 歳代以上のみである。 
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問６ 若松区の廃棄物処分場跡地にある「響灘ビオトープ」は、日本最大級のビオトープとして、平成

２４年１０月６日に正式オープンしました。希少な生き物だけでなく、どこでも見ることのでき

る生き物もそれぞれがここで生活しています。 

  （本市ＨＰ https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kankyou/file_0374.html） 

 

問６－１ 響灘ビオトープについて、知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている, 

60.7%

知らない, 

38.5%

（未回答）, 

0.7%

響灘ビオトープを「知っている」と回答した人が 60.7％で、性別問わず 60％以上の人が「知って

いる」と回答した。 

年齢別では、20 歳代以下および 30 歳代は「知らない」と回答した人が多いが、40 歳代以上にな

ると、「知っている」と回答した人のほうが多い。 
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問６―２ 問６－１で 「１ 知っている」を選択 した方にお尋ねします。 

響灘ビオトープについて、どのように知りましたか。（複数（いくつでも）回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.3%

16.7%

3.1%

45.8%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

本市ＨＰ

響灘ビオトープＨＰ

北九州ＳＤＧｓクラブＨＰ

その他（自由記入）

（未回答）

全体として、「その他（45.8％）」と回答した人が最も多く、次に「本市 HP（31.3％）」と回答し

た人が多い。 

年齢別では、60 歳代のみ「本市 HP（39.4％））」が最も多く、その他の世代では「その他」が最

も多かった。 

「その他 」の回答としては、テレビや新聞などでの情報や、実際に行ったことがあるという回答

が多い。 
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問６－２ 響灘ビオトープについて、どのように知りましたか。（その他（自由記入））  

      

響灘ビオトープをどのように知ったかについて、自由記入で具体的に44件の回答をいただきました。 

主なものは以下のとおりです。       

        

・会社の CSR 活動（男性 60 歳代 小倉北区）      

・下水道の、市のモニターで、ビオトープ見学に行ってみてきました。（女性 60 歳代 八幡西区） 

・バードウオッチングのイベントにて施設を訪問（男性 40 歳代 八幡西区）   

・ビオトープに行った人から聞きました（男性 70 歳代 八幡西区）    

・実際に行った事がある（女性 80 歳代 八幡西区）（女性 40 歳代 小倉南区）（男性 50 歳代 八

幡西区）（男性 60 歳代 小倉南区）       

・テレビ、テレビ放映（女性 50 歳代 小倉北区）（女性 70 歳代 小倉北区）   

・新聞の特集記事。（男性 40 歳代 門司区）       

・子供(小学校)の校外授業（男性 40 歳代 八幡西区）     

・ビオトープ近くを通った。（男性 40 歳代 小倉南区）     

・学校の校区内（女性 30 歳代 若松区）       

・学校での授業（女性 10 歳代 八幡東区）（男性 20 歳代 八幡西区）   

・環境に関する講演会で聞いたように思います。その後 HP で調べたと思います。（女性 60 歳代 八

幡西区）       

・親に連れていかれた（女性 20 歳代 小倉北区）      

・無料配布されている情報誌（女性 50 歳代 若松区）     

・どこかで聞いた気がします。覚えておりません。（女性 20 歳代 八幡西区）   

・風力発電について知った時、地図上にて知った？（女性 20 歳代 小倉南区）   

・校区主催（環境衛生部会）のエコツアー（男性 70 歳代 八幡西区）    

・テレビのニュース（女性 60 歳代 門司区）（男性 60 歳代 門司区）（女性 50 歳代 八幡東区）

（女性 60 歳代 小倉南区）（女性 70 歳代 小倉北区）     

・テレビ、新聞（男性 70 歳代 小倉北区）       

・町内会のバス見学会（男性 70 歳代 小倉北区）      

・市政だより ローカル TV（女性 30 歳代 小倉南区）     

・市政だより（女性 50 歳代 小倉南区）（男性 60 歳代 八幡西区）    

・多分ニュースか公報紙（女性 60 歳代 小倉南区）      

・前に新聞かテレビで知りました（女性 70 歳代 若松区）     

・若松田植え体験の時学習したスライドと実際に行ってみた（女性 40 歳代 八幡東区）  

・北九州市の観光案内図（男性 70 歳代 八幡西区）      

・シニアカレッジの講習の一環、福岡大学主催のエコスクール、環境ボランティアガイドの一員とし

て研修で（男性 70 歳代 八幡西区）       

・テレビで見て（ニュースだったか、広報番組だったか不明です）その後、通りかかった時に「ここ

かぁ」と思いました。ただ、駐車場など「どこから入ったらいいのか」と毎回思いながら横を通っ

ています。（女性 40 歳代 八幡西区）       

・幼稚園や小学校で夏休み配布されるスタンプラリーで知りました。（女性 40 歳代 八幡西区） 
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・子供が小学生の時の社会見学地だったり、夏休みの子どもパスポートの見学地だった。（女性 50

歳代 八幡西区）       

・イベント参加案内のビラ（男性 30 歳代 八幡西区）     

・響灘海岸の風力発電群の見学に行ったときに知った。（男性 70 歳代 八幡西区）  

・友人が若松に住んでいるので聞いた事はある。（女性 60 歳代 小倉北区）   

・周望学舎の暮らしと環境コースの授業で（女性 70 歳代 戸畑区）   
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問６―３ 問６－１で 「１ 知っている」を選択 した方にお尋ねします。 

響灘ビオトープに行ったことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある, 35.4%

ない, 61.0%

（未回答）, 

3.7%

全体として、「ない（61.0％）」と回答した人が最も多い。 

年齢別では、40 歳代は回答が分かれ、70 歳代以上は「ある」と回答した人が多いが、その他の世

代では「ない」と回答した人が多い。 
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問７ 本市では、希少動植物の保護・保全及び外来種に対する市民啓発等の対策を行っています。 

 

問７－１ 希少種についてお伺いします。本市で生息等が確認されている希少種について、知ってい

るものを選択してください。（複数（いくつでも）回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1%

15.1%

55.4%

11.8%

2.7%

0.0%

13.4%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

ガシャモク

ベッコウトンボ

カブトガニ

ズグロカモメ

チュウヒ

その他（自由記入）

知らない

（未回答）

全体として、「カブトガニ（55.4％）」と回答した人が最も多く、年齢別でも、すべての世代で

「カブトガニ」と回答した人が最も多い。30 歳代では、「カブトガニ（50.0％）」に次いで「知ら

ない（43.8％）」と回答した人が多い。 
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問７－２ 希少種の保護・保全対策について、重要だと思うものを３つ選択してください。 

（複数（３つ）回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他（自由記入）を選択した方の回答】      

      

・関連法制罰則などの早急な整備と警察などとの連携（男性 40 歳代 八幡西区）  

・国有種を害する外来種（生物）の駆除（男性 60 歳代 八幡西区）    

・市民の関心を高める窓口のＰＲ力、やり方、結果の検証方法、心に強く残るような国・市の呼びか

けの思い出がない（私自身）、一般の市民は何をしたら良いのでしょうか？教えて欲しい。（男性 70

歳代 八幡西区）         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.0%

12.0%

8.3%

6.5%

10.3%

10.3%

15.5%

8.3%

1.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

その種が生息する土地の管理状況

保護・保全対策が必要となった経緯

希少性

国内での分布状況

種の増減状況

保護・保全対策に関わる市民活動の状況

市民の関心度

保護・保全対策に係る費用

その他（自由記入）

全体として、「その種が生息する土地の管理状況（28.0％）」と回答した人が最も多く、年齢別で

も、全ての世代で「その種が生息する土地の管理状況」と回答した人が最も多い。 
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問７－２ 希少種の保護・保全対策について、重要だと思うものを３つ選択してください。【集計表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



36 

 

問７－３ 外来種についてお伺いします。本市で生息等が確認されている外来種について、知っている

ものを選択してください。（複数（いくつでも）回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他（自由記入）を選択した方の回答】       

・名前は知っていいるが、本市に生息しているのは知らなかった。（女性 60 歳代 門司区）  

・ウルシ系のつた植物、タニシぽい貝類、毒蜘蛛類、ヒアリをはじめとするアリ（男性 40 歳代 八

幡西区）   

・スポテットガー。頓田貯水池に成人男性のふくらはぎ位の大きさのやつがいるって有名。（女性 30

歳代 戸畑区）  

・ミドリガメ（男性 70 歳代 八幡西区）       

・ジャンボタニシ（男性 40 歳代 小倉南区）       

・アメリカザリガニ（男性 20 歳代 八幡西区）      

        

 

 

 

 

 

 

全体として、「ブルーギル（22.9％）」と回答した人が最も多く、次に「ウシガエル（22.3％）」と

回答した人が多い。 

年齢別では、60 歳代および 70 歳代以上では「オオクチバス（ブラックバス）」と回答した人が最

も多い。また、30 歳代では、「ウシガエル」および「ブルーギル」と回答した人の次に、「どれも

知らない」と回答した人が多い。 

0.9%

1.1%

22.3%

21.7%

22.9%

0.9%

2.9%

0.6%

19.7%

5.4%

1.4%

0.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

ソウシチョウ(鳥類)

ガビチョウ(鳥類)

ウシガエル(両生類)

オオクチバス(ブラックバス)(魚類)

ブルーギル(魚類)

カダヤシ(魚類)

オオキンケイギク(植物)

オオフサモ(植物)

アライグマ(哺乳類)

どれも知らない

その他

(未回答)
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問７－３ 外来種についてお伺いします。本市で生息等が確認されている外来種について、知っている

ものを選択してください。 

 

 【集計表】 
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問７－４ 外来種対策を行わないといけない理由は何だと思いますか。（複数（３つまで）回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.8%

30.9%

26.2%

6.7%

11.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自然環境の保全

生態系の保全

在来種や希少種の保全

市民の生命、身体を守る

農林水産業への影響を抑える

その他（自由記入）

全体として、「生態系の保全（30.9％）」と回答した人が最も多く、次に「在来種や希少種の保全

（26.2％）」と回答した人が多い。 

年齢別では、30 歳代を除くすべての世代で「生態系の保全」と回答した人が最も多い。 
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問８ 小倉南区にある曽根干潟は、ズグロカモメやチドリ類、カブトガニ、希少なカニ類など多種多様

な生物が生息する場所です。同じく小倉南区にある平尾台は天然記念物に指定されており千仏鍾

乳洞等の石灰洞などの、学術的にも貴重な自然環境が残されています。 

 

問８－１ 曽根干潟と平尾台が日本の重要湿地に選定されているのは知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】      

・曽根のみ知っています。平尾台に湿地があるのは知っていますが、選定されているのは知りませんで

した。（女性 60 歳代 小倉南区） 

 

 

知っている, 

36.3%

知らない, 

62.2%

（未回答・その他）, 

1.5%

全体として、「知らない（62.2％）」と回答した人が最も多い。 

年齢別では、60 歳代では回答が二分しており、その他の世代はすべて「知らない」が多い。 
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問８―２ 問８－１で 「１ 知っている」を選択 した方にお尋ねします。 

曽根干潟と平尾台が日本の重要湿地に選定されていることを、どのように知りましたか。 

（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省ＨＰ, 

37.3%

その他（自由記入）, 

58.8%

（未回答）, 

3.9%

全体として、「その他（自由記入）（58.8％）」と回答した人が最も多い。 

「その他 」の回答としては、テレビや新聞などでの情報という回答が多い。 
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問８―２ 曽根干潟と平尾台が日本の重要湿地に選定されていることを、どのように知ったかについて

（その他（自由記入）） 

 

曽根干潟と平尾台が日本の重要湿地に選定されていることをどのように知ったかについて、自由記

入で具体的に 30 件の回答をいただきました。 

以下のとおりです。 

 

 ・北九州市がリリースしている情報源（男性 20 歳代 八幡東区）    

・何かの雑誌（男性 60 歳代 小倉北区）     

・ニュースや記事（男性 60 歳代 戸畑区）     

・環境ＮＰＯの頒布パンフレット（男性 40 歳代 八幡西区）     

・はっきりと覚えていませんが、何かしらのメディアだったと思います。（女性 40 歳代 八幡西区） 

・ニュースやラジオなど（男性 40 歳代 小倉南区）     

・観光案内パンフレットで読んだことがあります（男性 50 歳代 八幡西区）   

・なんとなく知っていた。（男性 40 歳代 門司区）     

・環境首都検定（男性 60 歳代 小倉北区）     

・講義（男性 20 歳代 八幡西区）     

・小学校で（女性 20 歳代 小倉北区）     

・環境首都検定試験勉強（男性 70 歳代 八幡西区）     

・地方版テレビを見て知った（女性 60 歳代 門司区）     

・テレビ、新聞他（男性 70 歳代 小倉北区）     

・地域活動の中でたびたび環境保全の話が出る事により知る事が出来た（女性 70 歳代 小倉北区） 

・友人からの情報（男性 20 歳代 小倉南区）     

・現地の看板・資料室（平尾台）（女性 30 歳代 小倉南区）     

・以前の勤め先が干潟での清掃活動を地域住民と協力して行っていた為（女性 30 歳代 小倉南区） 

・何かのイベントで展示していた（女性 40 歳代 小倉南区）     

・ニュースや子どもたちの学習教材からだったと思います。（女性 60 歳代 小倉南区）  

・テレビ、市政だより（女性 70 歳代 小倉南区）     

・覚えていない（男性 60 歳代 若松区）     

・テレビ（女性 60 歳代 若松区）     

・いつ知ったか覚えてないが、知っている（女性 50 歳代 八幡東区）    

・テレビ報道、新聞等で知りました。（男性 60 歳代 八幡西区）    

・シニアカレッジの講座で一部紹介された気がする。ＳＤＧｓの紹介で聞いた。歴史郷土会の講座の

一部で紹介された。（男性 70 歳代 八幡西区）     

・テレビのニュースなどだったと思います。（女性 40 歳代 八幡西区）    

・周望学舎の暮らしと環境コースの授業で（女性 70 歳代 戸畑区）    

 

 

 

 

 


